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あなたは良く噛んでたべていますか 20 （ 28 ） 13 （ 18 ） 39 （ 54 ）
噛むことは大事だと思いますか 72 （ 100 ） 0 （ 0 ） 0 （ 0 ）
固い食べ物は好きですか 49 （ 68 ） 11 （ 15 ） 12 （ 17 ）























































するめの咀嚼回数 91.9 ± 36.2 85.4± 31.3    n.s
主食の咀嚼回数 25.0 ± 12.4 20.9± 12.0    n.s
主菜の咀嚼回数 25.8 ± 14.5 22.3± 13.5    n.s
副菜の咀嚼回数 21.7 ± 16.2 19.4± 13.2    n.s
（n=20） （n=51）
                 表-2　咀嚼に対する意識と咀嚼回数
n=71（mean±SD)











































白飯 21.4 ± 12.1
混ぜご飯/丼など 20.7 ± 12.6
麺類/パスタ 22.3 ± 10.3











サラダ/生野菜 19.3 ± 14.5
いも類/かぼちゃ 15.3 ± 6.4
お浸し/ゆで野菜 24.1 ± 14.1
和食煮物 24.0 ± 14.3
酢の物 19.2 ± 12.8
炒め物 27.3 ± 18.6




ハンバーグ 71 卵豆腐 2
ハム 70 カニクリームコロッケ 3
イカの煮物 65 たまご 4
じゃこ 56 卵焼き 4
あじ南蛮漬け 50 出し巻き卵 5
豚肉 47 カレー 5
チヂミ 40 さば塩焼き 5
揚げ煮浸し 40 卵サラダ 6
肉じゃが 38 ちくわ 6
から揚げ 38 豆腐ハンバーグ 6
回答数 回答数
サラダ（ブロッコリー） 63 レタス 2
野菜炒め 55 アボガド 3
サラダ（人参　レタス） 51 大根煮物 5
サラダ（レタス　キュウリ） 45 煮豆 5
小松菜お浸し 45 かぼちゃサラダ 5
たけのこ 41 トマト 5
アスパラ 40 サラダ（キュウリ） 6
大根葉炒め 40 キャベツ 6
レンコン炒め 38 酢の物 6





















































30.6± 9.4 11.5± 3.6 p<0.001
するめ咀嚼回数 92.8± 30.8 80.0± 34.5 n.s
主菜咀嚼回数 27.6± 13.3 18.6± 13.5 0.013
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ピアスーパーバイザーからのコメント 
 
本論文は、咀嚼をテーマにした食育活動に関し
て行われた授業の報告である。食育活動といえば、
栄養バランスに配慮した献立を好き嫌いなく食べ
させることが優先されがちであるが、咀嚼の重要
性をまず学生自身に気づかせ、その上でそれを食
育活動に繋げるにはどうすればよいか、ディスカ
ッションが行われたことで、学生の関心も深まり、
保育者としての自覚や、食事時間にも必要な子ど
もたちへの配慮を感じ取れたことを実感させる授
業報告であった。 
学生自身が保育現場での取り組みとして「たく
さん噛むと味を感じて楽しいと伝えたい」「保育者
と子どもたちが一緒に食べることで噛む食事を楽
しむ」などと書いているように、食事の意味は、
ゆっくり楽しく味わうことにもあることを学生た
ちが自覚したのは、保育者としての援助に生かせ
る大きな知見であるだろう。「よく噛むこと」の声
かけのタイミングや、噛ませる食材・調理法など、
学生の健康と保育現場のために広く伝えたい有益
な指摘が多かった。 
（担当：三木麻子） 
 
